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嚢
型
は
液
体
で
沌
さ
れ
た

袋
状
の
塊
で
鷺
内
に
で
き
た

嚢
胞
を
騨
褒
胞
と
呼
び
ま
す
。

麻

臓
に
発
生
す
る
嚢
胞
性
病
変
は
多

岐
に
わ
た
り
、
多
く
は
無
症
状
で

す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
単
程

嚢
胞
マ
底
昌
内
乳
頭
粘
樫
腫
膓

(
1
P
M
N
)
▽
粘
樫
嚢
胞
腫

(
M
R
C
P
)
、
超
音
波
内
謬

倉
U
§
な
ど
に
ょ
る
淫

査
を
行
う
こ
と
が
次
の
ス
テ
ッ
プ

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
最
も
命
に
か
か

わ
る
疾
患
は
、
嬬
に
伴
う
嚢
胞

で
す
。
籍
は
数
あ
る
悪
性
腫
癌

の
中
で
も
5
量
章
が
最
も
低

く
、
勗
発
見
の
た
め
に
多
く
の

・
:
勺
己

が
あ
り
、
地
域
の
中
核
病
院
の
消

化
寓
科
に
お
い
て
造
影
C
T
、

M
R
C
R
 
E
U
S
な
ど
を
豁

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
勧
め
ま

す
。(
兵
庫
幽
坂
医
会
平
田
芭

・
加
市
市
加
而
実
市
民

癖
)◇
第
1
、
 
3
、
 
4
艮
に
掲
載

し
ま
す
。

越
裴
弁
卒
ー
ー

(
M
C
N
)
マ
鼎
汝
性
褒
胞

腫
癌
倉
C
N
)
▽
充
実
縞
乳

頭
状
腫
癌
(
S
P
N
)
▽
縢
癌
に

伴
う
貯
留
嚢
胞
▽
隷
型
眸
癌
に

え
し

伴
う
壊
死
饗
胞
▽
一
鴛
内
分

泌
腫
癌
に
伴
う
嚢
豊
▽
滕
リ

ン
パ
上
皮
褒
甲
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
犠
が
異
な
る
た
め
、
造
鳧

C
T
、
磁
一
巽
鳴
胆
篭
庭
長
影

中
核
病
院
で
精
密
検
査
を

と
連
携
し
て
懲
糧
査
を
行
っ
た

結
果
縢
癌
の
女
見
が
可
能

で
、
 
5
董
章
が
通
常
の
3
倍

程
度
の
即
%
に
改
盖
巳
た
と
い
う

結
果
が
墾
暑
れ
ま
し
た
。
現
在

で
は
日
本
亀
で
同
様
の
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
に
ょ
る
検
聖
打
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
星
験
で
最
も
多
く

遭
遇
す
る
の
は
1
P
M
N
で
あ

り
、
障
癌
の
り
ス
ク
因
子
の
一
つ

と
さ
れ
て
お
り
、
定
期
的
な
経
過

襲
の
重
釋
が
強
調
さ
れ
て
い

ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
、
滕
嚢
胞
が
あ

る
場
合
に
は
、
早
急
に
治
療
を
要

す
る
疾
患
か
、
経
過
襲
で
ょ
い

疾
患
か
を
慎
重
に
区
別
す
る
必
要

研
究
塑
牙
れ
て
い
ま
す
。
滕
嚢

胞
は
勗
発
見
の
契
機
の
一
つ
と

さ
共
眸
嚢
胞
を
腎
た
人
は

誘
な
い
人
と
比
べ
て
籍
り
ス

ク
が
3
S
訟
・
5
倍
と
す
る
研
究

が
あ
り
ま
す
。

広
島
県
尾
帯
で
、
聯
嚢
胞
や

鷹
暴
張
な
ど
の
所
見
を
腹
部
工

コ
ー
検
査
で
見
つ
は
中
核
爵

神戸新聞社令和6'年 q" 1 0 ( a )

エコー検査で扉餓に水癒(謝包)があると
言われました。体に異常はありません。どん

な病気なのでしょうか。どういう検査をすれ

ぱ良いでしょう力、どんなことに気を付ける

べきなのでしょうか。アドパイスをお願いし

(フ7歳、男性)ます。
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